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ポケモン・ラッキー公園が開園！
　6月 28 日、道の駅からむし織の里しょうわ内に整備を進めていた「ラッキー公園」の開園式が行わ
れました。関係者による挨拶の後、保育所児童も参加しての、テープカットが行われました。
　児童たちは、開園したばかりの公園で思う存分遊びを楽しみました。
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村のデキゴト
Topics

　

６
月
18
日
、
昭
和
中
学
校

に
よ
る
資
源
回
収
が
行
わ

れ
、
生
徒
と
そ
の
保
護
者
や

家
族
な
ど
が
各
地
区
の
ゴ
ミ

収
集
所
か
ら
資
源
を
回
収
し

ま
し
た
。

　

回
収
し
た
新
聞
紙
な
ど
の

古
紙
や
段
ボ
ー
ル
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
者
に
販
売
さ

れ
、
収
益
金
は
生
徒
の
活
動

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
委
員
の
栗
城
照
美
氏

（
野
尻
）
に
、
福
島
県
市
町

村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
総
会
に
お

い
て
授
与
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
に
よ
り
出
席
者

が
限
定
さ
れ
た
た
め
、
村
教

育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て

伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

5
月
28
日
、
昭
和
小
学
校

に
お
い
て
、
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
・

中
学
校
、
村
が
合
同
で
、
昭

和
村
総
合
運
動
会
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
と
あ
っ
て
、「
小
学
校
」

単
独
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

児
童
た
ち
は
、
暑
い
中
精

一
杯
出
場
種
目
に
挑
み
ま
し

た
。

中
学
生
が
資
源
回
収

教
育
功
労
者
表
彰

小
学
校
で
運
動
会
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occurrence
村のデキゴト

公民館日誌

○少年教室「親子料理教室」　6月12日

　すみれ荘で村の「郷土食」をテーマに、杉の子
会の皆さんに教えていただきながら、親子で笹巻
きづくりに挑戦しました。
　材料には、じっくり時間をかけみずみずしい緑
に戻した乾燥笹の葉とイグサを使いました。笹巻
きづくりは初めての方が多く、餅米がこぼれない
ように笹で包みイグサできっちり巻き上げる工程
は、最初はなかなか思うようにいきませんでした
が、先生方の丁寧なご指導により、きれいな三角
に整った笹巻きが出来ました。
　また、笹巻きを煮ている時間には、懐かしい手
遊び唄、おはじき、あやとりなどの昔遊びを楽し
みました。

○生涯学習講座「英会話教室（前期）」　5月～8月（全4回）

　公民館では生涯学習講座「英会話教室（前期）」
が開催中で、前期日程の内２回が終わりました。
講師は昨年から引き続き、昭和小中学校英語指導
助手のアンニック先生が務めています。初心者向
けの内容で、簡単な日常英会話を中心に、先生が
暮らしていたニュージーランドやアフリカの紹
介、音楽、フリートークなども取り入れ、楽しく
国際交流しながら学んでいます。

○古文書教室　6月18日

　公民館で古文書教室を行いました。今回からは
新たな史料、江戸時代の昭和村で活躍したお医者
様について書かれた古文書を読み始めました。
　昔も、村では医者が不足していて、農家の生ま
れであっても、優秀な子供がいれば、村中でお金
を工面して、医学書などを揃えて学ばせていまし
た。さらに優秀な子は、近隣のお医者様のところ
へ修行に行かせていたようです。



●幼虫が小さいうちの駆除は、ホーム
センターなどで販売している毛虫用の
殺虫剤を使用します。
　スプレー剤では、幼虫が吹き飛ばさ
れ体に付着することがあるので、注意
してください。
　農薬を散布する場合は、使用できる
植物や散布方法などを販売店や専門の
方に相談し、周囲に影響の内容にして
ください。
●幼虫が大きくなると、殺虫剤が効か
なくなるので、火ばさみなどで捕まえ、
つぶすか少量の家庭用洗剤を溶かした
水につけて駆除することが効果的です。

　
大
量
発
生
の
兆
し
？

　
平
成
26
年
か
ら
平
成
27
年

に
か
け
て
、
本
村
で
も
大
量

発
生
し
た
「
マ
イ
マ
イ
ガ
」。

当
時
は
、
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
水
銀
灯
が
取
り
付
け
ら

れ
た
電
柱
で
は
、
お
ぞ
ま
し

い
光
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。　マ

イ
マ
イ
ガ
は
、
概
ね
10

年
周
期
で
大
発
生
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

虫
の
生
態
を
理
解
し
、
正
し

く
・
安
全
に
駆
除
・
除
去
す

る
こ
と
で
大
発
生
を
抑
制
し

ま
し
ょ
う
。

　
マ
イ
マ
イ
ガ
と
は

　
マ
イ
マ
イ
ガ
は
、
ド
ク
ガ

科
の
大
型
の
蛾
で
、幼
虫
（
毛

虫
）
は
、
山
林
の
落
葉
樹
や

果
樹
の
他
、
街
路
樹
や
家
庭

の
庭
木
・
草
花
の
葉
に
食
害

を
与
え
ま
す
。
村
内
で
の
前

回
の
大
量
発
生
時
に
は
、
稲

の
食
害
な
ど
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
健
康
上
注
意
す
る
こ
と

　
ふ
化
し
た
直
後
の
幼
虫
に

は
毒
毛
が
あ
る
ほ
か
成
長
し

た
幼
虫
で
は
毛
が
刺
さ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
幼
虫
は
吐
い
た
糸
に
ぶ
ら

下
が
り
風
に
乗
っ
て
飛
ぶ
こ

と
か
ら
、
外
に
干
し
た
洗
濯

物
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
成
虫
（
蛾
）
は
、
夜
間
大

量
に
街
灯
な
ど
の
照
明
に
飛

来
し
、
建
物
の
外
壁
や
電
柱
、

樹
木
な
ど
に
卵
を
産
み
つ
け

ま
す
。

　
ま
た
、
概
ね
10
年
周
期
で

大
発
生
し
、
収
束
ま
で
に
は
、

３
年
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
回
の

▶
平
成
26
年
7
月
下
旬
撮
影

　（
野
尻
地
内
）

▶
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た

除
去
器
具
の
例 ▶

成
虫
の
マ
イ
マ
イ
ガ

▶
幼
虫
の
マ
イ
マ
イ
ガ

　
若
い
幼
虫
は
、
色
が
若
干

異
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

毛
が
生
え
て
い
ま
す
。

幼虫（毛虫）の場合

▶
平
成
27
年
5
月
下
旬
撮
影

　（
下
中
津
川
地
内
）

マイマイガ が
現れた！

▲

 駆除する　　　

△

 眺める

顔はスマイルしてますが、

そんなに可愛くない生態で

スミマセン。

マイマイガ
の 1年

4月
ふ化

幼虫
　（毛虫）

さなぎ
成虫
（蛾）

産卵

卵
塊

5月

6月

7月

8月
9月10月

11月

12月

1月

2月
3月

　６月中旬から村内において、マイマイガの目撃情報が
多数寄せられました。マイマイガは、10年周期で大発生
すると言われており、数年後には、その周期となります。
早めの対策で、大量発生を防ぎましょう！

発
生
年
数
か
ら
す
る
と
数
年

以
内
で
の
大
量
発
生
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

駆除の方法
安全に配慮しながら、
駆除をしましょう！

成虫（蛾）の場合

水銀燈などの照明に飛来し、近くの樹
木や外壁に産卵することから、蛾の発
生時期に合わせた消灯や誘虫性の低い
照明（LED など）への交換が有効です。
※消灯する場合には、防犯面も十分配
慮してください。

卵塊の場合

外壁などに付いた卵塊は、柔らかい
ヘラなどでそぎ落とし、土に埋める
か、小袋に入れてしっかりしばった上で、
燃えるゴミの袋で燃えるゴミとして出
してください。
　ヘラなどがない場合は、角形のペッ
トボトルをカッターやはさみで半分程
度の高さでカットしたものでも代用で
きます。
　成虫や卵塊への作業の際は、舞い上
がった鱗毛が目に入ったり吸い込むこ
とを防ぐため、手袋・マスク・ゴーグ
ルを着用してください。

■マイマイガに関するお問い合わせ　保健福祉課　☎ 0241-57-2645

お知らせ
information
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information
お知らせ

●幼虫が小さいうちの駆除は、ホーム
センターなどで販売している毛虫用の
殺虫剤を使用します。
　スプレー剤では、幼虫が吹き飛ばさ
れ体に付着することがあるので、注意
してください。
　農薬を散布する場合は、使用できる
植物や散布方法などを販売店や専門の
方に相談し、周囲に影響の内容にして
ください。
●幼虫が大きくなると、殺虫剤が効か
なくなるので、火ばさみなどで捕まえ、
つぶすか少量の家庭用洗剤を溶かした
水につけて駆除することが効果的です。

　
大
量
発
生
の
兆
し
？

　
平
成
26
年
か
ら
平
成
27
年

に
か
け
て
、
本
村
で
も
大
量

発
生
し
た
「
マ
イ
マ
イ
ガ
」。

当
時
は
、
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め

に
、
水
銀
灯
が
取
り
付
け
ら

れ
た
電
柱
で
は
、
お
ぞ
ま
し

い
光
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。　マ

イ
マ
イ
ガ
は
、
概
ね
10

年
周
期
で
大
発
生
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

虫
の
生
態
を
理
解
し
、
正
し

く
・
安
全
に
駆
除
・
除
去
す

る
こ
と
で
大
発
生
を
抑
制
し

ま
し
ょ
う
。

　
マ
イ
マ
イ
ガ
と
は

　
マ
イ
マ
イ
ガ
は
、
ド
ク
ガ

科
の
大
型
の
蛾
で
、幼
虫
（
毛

虫
）
は
、
山
林
の
落
葉
樹
や

果
樹
の
他
、
街
路
樹
や
家
庭

の
庭
木
・
草
花
の
葉
に
食
害

を
与
え
ま
す
。
村
内
で
の
前

回
の
大
量
発
生
時
に
は
、
稲

の
食
害
な
ど
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
健
康
上
注
意
す
る
こ
と

　
ふ
化
し
た
直
後
の
幼
虫
に

は
毒
毛
が
あ
る
ほ
か
成
長
し

た
幼
虫
で
は
毛
が
刺
さ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
幼
虫
は
吐
い
た
糸
に
ぶ
ら

下
が
り
風
に
乗
っ
て
飛
ぶ
こ

と
か
ら
、
外
に
干
し
た
洗
濯

物
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
成
虫
（
蛾
）
は
、
夜
間
大

量
に
街
灯
な
ど
の
照
明
に
飛

来
し
、
建
物
の
外
壁
や
電
柱
、

樹
木
な
ど
に
卵
を
産
み
つ
け

ま
す
。

　
ま
た
、
概
ね
10
年
周
期
で

大
発
生
し
、
収
束
ま
で
に
は
、

３
年
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
回
の

▶
平
成
26
年
7
月
下
旬
撮
影

　（
野
尻
地
内
）

▶
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た

除
去
器
具
の
例 ▶

成
虫
の
マ
イ
マ
イ
ガ

▶
幼
虫
の
マ
イ
マ
イ
ガ

　
若
い
幼
虫
は
、
色
が
若
干

異
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

毛
が
生
え
て
い
ま
す
。

幼虫（毛虫）の場合

▶
平
成
27
年
5
月
下
旬
撮
影

　（
下
中
津
川
地
内
）

マイマイガ が
現れた！

▲

 駆除する　　　

△

 眺める

顔はスマイルしてますが、

そんなに可愛くない生態で

スミマセン。

マイマイガ
の 1年

4月
ふ化

幼虫
　（毛虫）

さなぎ
成虫
（蛾）

産卵

卵
塊

5月

6月

7月

8月
9月10月

11月

12月

1月

2月
3月

　６月中旬から村内において、マイマイガの目撃情報が
多数寄せられました。マイマイガは、10年周期で大発生
すると言われており、数年後には、その周期となります。
早めの対策で、大量発生を防ぎましょう！

発
生
年
数
か
ら
す
る
と
数
年

以
内
で
の
大
量
発
生
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

駆除の方法
安全に配慮しながら、
駆除をしましょう！

成虫（蛾）の場合

水銀燈などの照明に飛来し、近くの樹
木や外壁に産卵することから、蛾の発
生時期に合わせた消灯や誘虫性の低い
照明（LED など）への交換が有効です。
※消灯する場合には、防犯面も十分配
慮してください。

卵塊の場合

外壁などに付いた卵塊は、柔らかい
ヘラなどでそぎ落とし、土に埋める
か、小袋に入れてしっかりしばった上で、
燃えるゴミの袋で燃えるゴミとして出
してください。
　ヘラなどがない場合は、角形のペッ
トボトルをカッターやはさみで半分程
度の高さでカットしたものでも代用で
きます。
　成虫や卵塊への作業の際は、舞い上
がった鱗毛が目に入ったり吸い込むこ
とを防ぐため、手袋・マスク・ゴーグ
ルを着用してください。

■マイマイガに関するお問い合わせ　保健福祉課　☎ 0241-57-2645
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村
で
は
、
定
例
議
会
毎
に
、

各
分
野
の
事
務
事
業
な
ど
の

進
捗
状
況
な
ど
を
行
政
報
告

と
し
て
議
会
へ
報
告
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
6
月
議
会
に
お

け
る
報
告
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

　

4
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
し
て
は
、
60
歳
以
上
の
方

の
ほ
か
、
59
歳
以
下
で
基
礎
疾

患
が
あ
る
方
な
ど
に
は
、
7
月

か
ら
順
次
接
種
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
意
向
調
査

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
、
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
に
お
い
て
も
感
染
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

「
感
染
リ
ス
ク
が
ほ
ぼ
な
い
。」

と
い
う
状
態
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
時
期

が
少
し
で
も
長
く
な
る
よ

う
、「
人
と
人
と
の
距
離
の
確

保
」、「
適
切
な
マ
ス
ク
の
着

用
」、「
手
指
消
毒
」、「
こ
ま
め

な
換
気
」
と
い
っ
た
基
本
的
な

感
染
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
感
染
者
や
そ

の
家
族
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

差
別
的
な
取
扱
い
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
村
と
し
て

も
感
染
症
に
対
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
広
域
連
携
に
つ
い
て

　

6
月
2
日
に
、
本
村
を
含
む

会
津
十
三
市
町
村
と
、
ア
ウ
ト

ド
ア
用
品
を
始
め
総
合
的
な

ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
国
内
最
大
手
の
「
株
式

会
社
モ
ン
ベ
ル
」
と
の
間
で
、

地
域
活
性
化
と
持
続
的
な
地

域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
1
月
に
策
定

し
た
「
人
生
百
年
時
代
・
会
津

地
域
自
治
体
広
域
連
携
指
針
」

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

地
域
の
視
点
だ
け
で
な
く

民
間
企
業
の
視
点
も
活
か
し

な
が
ら
、
会
津
の
魅
力
発
信
に

つ
い
て
広
域
連
携
で
取
り
組

む
こ
と
で
、
一
体
感
の
あ
る
会

津
地
域
の
情
報
発
信
が
可
能

に
な
る
ほ
か
、
地
域
住
民
の
人

材
育
成
や
教
育
振
興
、
健
康
増

進
の
向
上
、
さ
ら
に
は
観
光
客

や
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
増

大
な
ど
、
本
村
に
お
い
て
も
、

そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

●
消
防
・
防
災
力
の
整
備
に
つ
い
て

　

昭
和
村
消
防
団
の
設
備
に

つ
い
て
は
、
第
2
分
団
第
8
班

の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
軽

積
載
車
を
更
新
す
る
計
画
に

な
っ
て
お
り
、
5
月
に
入
札
を

執
行
し
て
請
負
業
者
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
期
限
内
に
納

車
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
を
想
定
し
、

各
集
落
の
集
会
所
に
備
蓄
し

て
い
る
非
常
食
に
つ
き
ま
し

て
は
、
更
新
時
期
を
迎
え
て
い

る
た
め
、
先
頃
、
更
新
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

●
先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
再
送

信
設
備
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

設
計
業
務
委
託
入
札
を
5
月

に
執
行
し
、
請
負
業
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
設
計
業
務
が
完
了

次
第
に
工
事
の
発
注
を
行
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
伴
う
世
界
的
な
半
導
体

不
足
と
資
材
の
高
騰
な
ど
の

た
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は
事
業

計
画
の
見
直
し
も
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
状
況
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
か
ら
む
し
織
体
験
生
事
業

に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
採
用
し
た
28
期

生
3
名
は
体
験
を
修
了
し
、
そ

の
う
ち
1
名
が
研
修
生
と
し

て
引
き
続
き
村
内
で
活
動
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
入
村
し
た
織
姫
3

名
と
彦
星
1
名
は
、
5
月
の
連

休
明
け
か
ら
体
験
生
と
し
て

生
活
を
始
め
、
机
上
で
か
ら

む
し
の
歴
史
を
学
習
し
た
ほ

か
、
か
ら
む
し
焼
き
に
参
加
す

る
な
ど
、
日
々
、
精
力
的
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者

支
援
・
住
民
支
援
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
燃
料

費
の
高
騰
や
様
々
な
仕
入
価

格
の
上
昇
等
に
直
面
し
、
収
入

減
少
の
影
響
を
受
け
て
い
る

村
内
の
商
工
業
者
、
農
林
漁
業

者
等
が
、
今
後
も
事
業
を
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
、
経
営
支
援

と
し
て
「
昭
和
村
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
事
業
者
影
響
緩

和
緊
急
支
援
金
」
を
補
正
予
算

に
計
上
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

未
だ
に
収
束
せ
ず
、
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
が
長
期
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
飲
食
業
や

宿
泊
業
、
小
売
業
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
で
売
上
げ
が
減
少

し
、
村
内
の
経
済
は
著
し
く
疲

弊
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
原
油
価
格
を
始

め
と
し
た
物
価
の
高
騰
に
よ

り
、
地
域
住
民
が
日
常
生
活
を

営
む
上
で
も
、
様
々
な
支
障
が

生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状

に
あ
り
な
が
ら
も
、
村
民
の
消

費
喚
起
を
促
し
、
村
内
商
工
業

の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
先

に
議
決
を
頂
い
て
い
る
「
昭

和
村
地
域
振
興
券
発
行
事
業
」

に
、
事
業
費
を
上
乗
せ
す
る
補

正
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

令
和
4
年
　
6
月
議
会

行
政
報
告
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●
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

初
め
に
稲
作
に
つ
い
て
で

す
。
本
村
の
令
和
4
年
産
に
お

け
る
主
食
用
米
の
作
付
予
定

面
積
は
、
生
産
数
量
の
目
安
と

し
て
示
さ
れ
た
１
４
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
対
し
、
4
月
末
時
点

で
１
４
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

り
、
令
和
3
年
産
米
の
実
績
と

比
較
し
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作

付
転
換
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
令
和
3
年
産
に
お

け
る
全
国
の
主
食
用
米
の
作

付
面
積
は
、
国
が
示
す
適
正
生

産
量
を
ほ
ぼ
達
成
す
る
水
準

と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
長
期

化
し
、
想
定
を
超
え
る
需
要
緩

和
か
ら
米
価
が
大
き
く
下
落

し
ま
し
た
。

　

本
年
も
人
口
減
少
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な

ど
、
需
要
の
回
復
が
見
通
せ

な
い
不
確
定
な
要
素
が
多
い

こ
と
か
ら
、
令
和
4
年
産
米

の
需
給
安
定
に
は
新
た
に

3
万
9
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作

付
転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
福
島
県
や
Ｊ
Ａ
等
で
は
飼

料
用
米
を
中
心
と
し
た
作
付

転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
で
構
成
す
る

地
域
農
業
再
生
協
議
会
と
情

報
を
共
有
し
、
今
後
の
対
応
を

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
花
き
関
係
に
つ
い
て

で
す
。
主
要
品
目
の
宿
根
カ
ス

ミ
ソ
ウ
に
つ
い
て
は
、
本
年

の
出
荷
状
況
等
を
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
昭
和
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
季

咲
分
は
6
月
上
旬
に
出
荷
が

開
始
さ
れ
、
順
次
数
量
が
増
加

し
て
い
く
見
込
み
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
か

す
み
草
部
会
の
総
会
が
、
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
し
て
2
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
家
庭
内
需
要
が
堅

調
で
あ
っ
た
た
め
価
格
の
低

落
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
緊
迫
す
る
世
界
情
勢

な
ど
様
々
な
影
響
に
よ
り
、
販

売
価
格
が
下
落
す
る
場
合
も

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
対
応
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

新
規
農
業
参
入
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
は
新
た
に

4
組
6
名
が
研
修
を
開
始
し
、

次
年
度
の
営
農
に
向
け
た
技

術
の
取
得
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
組
4
名
は
指
導
農

家
の
助
言
に
従
い
、
既
に
経
営

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
か
す
み
の
学
校

等
の
体
験
事
業
を
中
止
し
て

い
ま
す
が
、
次
年
度
の
新
規

就
農
者
の
確
保
に
向
け
関
係

団
体
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
、
積
極
的
な
情

報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の

被
害
は
本
村
全
域
に
拡
大
し

深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
広

範
囲
で
の
電
気
柵
設
置
を
積

極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
に
4
つ
の
集

落
と
2
つ
の
法
人
、
2
つ
の
団

体
で
取
組
が
開
始
さ
れ
、
本
年

度
は
新
た
に
1
つ
の
集
落
で

予
定
さ
れ
て
お
り
、
更
な
る
被

害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
集
落
に
は
、
今
後
と
も
地
区

役
員
の
方
々
と
の
話
し
合
い

を
継
続
し
、
集
落
の
実
情
に
即

し
た
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
ワ
ナ
猟
免

許
の
取
得
支
援
や
、
銃
猟
免
許

の
資
格
取
得
に
対
す
る
補
助

を
行
う
と
と
も
に
、
個
人
が
購

入
す
る
電
気
柵
へ
の
補
助
や
、

ワ
ナ
猟
免
許
の
所
持
者
が
購

入
す
る
く
く
り
罠
等
の
補
助

も
行
い
、
鳥
獣
被
害
軽
減
に
向

け
た
取
組
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

●
商
工
関
係
に
つ
い
て

　

本
村
、
柳
津
町
、
三
島
町
の

二
町
一
村
で
構
成
す
る
、「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
」
に
つ
い
て
は
、
設
立
総
会

と
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、
事

業
開
始
に
向
け
た
準
備
が
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

村
内
商
工
業
等
が
継
続
的
に

経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光
交
流
の
振
興
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
4
月
29
日
に
予

定
し
て
い
た
「
昭
和
の
日
イ
ベ

ン
ト
」
や
、
姉
妹
都
市
草
加
市

と
の
交
流
活
動
で
あ
る
「
草
加

桜
ま
つ
り
」、「
昭
和
村
体
験
ツ

ア
ー
」、「
春
の
味
覚
フ
ェ
ア
」

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
協
会
が
主
催
す

る
「
御
前
ヶ
岳
登
山
」
の
出
発

式
も
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
・
観
光
拠
点
施
設
の
喰

丸
小
を
会
場
と
し
た
小
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
も
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
実
施
し
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
よ
い

や
れ
屋
」
や
「
マ
ル
シ
ェ
」
の

開
催
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
等

の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

奥
会
津
昭
和
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
等
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
5
月
に
入
札
を
執
行
し
、

工
期
内
の
完
成
に
向
け
工
事

を
施
工
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
か
ら
む
し
織

の
里
し
ょ
う
わ
に
設
置
す
る

ラ
ッ
キ
ー
公
園
に
つ
い
て
は
、

基
礎
工
事
等
を
発
注
し
、
開
園

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
現
時
点
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
時
期
を
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見
通
す
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

各
種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
当
た
っ
て
は
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
を
念
頭
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
実
施
で
き
る
運
営
方
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

　

下
中
津
川
及
び
中
向
地
内

の
村
道
等
改
良
舗
装
工
事
測

量
設
計
業
務
委
託
、
小
野
川
地

内
の
村
道
改
良
舗
装
工
事
に

伴
う
河
川
協
議
業
務
委
託
に

つ
い
て
は
、
5
月
に
入
札
を
執

行
し
、
契
約
期
間
内
の
完
成
に

向
け
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
繰
越
事
業
の
村
道

橋
・
沢
口
橋
及
び
新
田
橋
の
橋

梁
補
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
工

期
内
の
完
成
に
向
け
工
事
が

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
４
０
１
号
博
士
峠
工

区
に
つ
い
て
も
、
早
期
の
供
用

開
始
に
向
け
工
事
が
順
調
に

進
捗
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
国
の
関

係
省
庁
等
へ
の
対
面
に
よ
る

要
望
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
早
期
完
成
や
早
期
の

事
業
着
手
に
向
け
、
で
き
る
限

り
要
望
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
関
係
で
す

が
、
簡
易
水
道
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
、
合
併
浄
化
槽
事
業
の
各
特

別
会
計
に
お
け
る
地
方
公
営

企
業
会
計
移
行
支
援
業
務
に

つ
い
て
は
、
委
託
契
約
を
締
結

し
令
和
5
年
度
の
移
行
に
向

け
着
実
に
業
務
を
進
め
て
い

ま
す
。

●
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
小

学
校
に
4
名
、
中
学
校
に
3
名

の
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し

た
。

　

5
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た

小
学
校
の
運
動
会
で
は
、
参
加

者
を
村
内
の
親
族
ま
で
に
限

る
な
ど
、
十
分
な
感
染
対
策
を

取
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
や
学
校
行
事
に
つ
い

て
は
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
、

コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
し
た
中

止
や
延
期
を
前
提
と
す
る
こ

と
な
く
、
児
童
・
生
徒
に
不
利

益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
今
後
も

可
能
な
限
り
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
に
お
い
て

は
、
千
歳
学
級
の
開
級
式
や
少

年
教
室
の
開
講
式
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
校
教
育
同

様
、
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
充

実
し
た
内
容
が
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
被

災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣

に
つ
い
て

　

3
月
16
日
夜
に
発
生
し
た

地
震
で
は
、
相
馬
市
、
南
相
馬

市
及
び
国
見
町
で
最
大
震
度

6
強
を
記
録
し
、
建
物
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
た
。

　

本
村
か
ら
は
5
人
の
役
場

職
員
を
桑
折
町
に
派
遣
し
、
4

月
4
日
か
ら
2
週
間
、
交
代
で

住
家
被
害
認
定
調
査
の
補
助

業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

自衛隊採用試験のお知らせ

募集種目 航空学生 一般曹候補生 自衛官候補生

資格
海：18歳～23歳未満者 高卒

(見込含)
空：18歳～21歳未満者 高卒

(見込含)
18歳～33歳未満の者 18歳～33歳未満の者

受付期間 令和4年7月1日～9月5日 年間を通じて行っています。

試験期日

1次試験　 9月19日
2次試験 10月15日～20日

のうち1日
3次試験 11月12日～12月

15日のうち１日
※海上・航空で変わります。

1次試験　9月15日～18日
のうち1日

1次試験　10月8日～23日
のうち１日

筆記試験・口述・身体検査
受付時にお知らせします。

試験場所 1次試験受付時にお知らせします。 試験受付時にお知らせします。

応募先・詳しいお問い合わせは…
自衛隊 福島地方協力本部 会津若松出張所　☎  0242-27-6724

〒 965-0825 会津若松市門田町黒岩字大坪 57-1
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◆採用職種及び採用予定人員
　一般事務・3～ 4 名程度

◆受験資格
　昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた者 (学歴不問 )
　ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受
　験できません。
　(1) 日本国籍を有しない者
　(2) 禁錮以上の刑に処され、その執行を終わ
　　  るまで、又はその執行を受けることがな
　　  くなるまでの者
　(3) 本村職員として懲戒免職の処分を受け、
　　  当該処分の日から２年を経過しない者
　(4) 日本国憲法の施行の日以後において、日
　　  本国憲法又はその下に成立した政府を暴
　　  力で破壊することを主張する政党その他
　　  の団体を結成し、又はこれに加入した者

◆試験内容
　高校卒程度で次により行います。
　(1) 第１次試験：教養試験、事務適正検査、
　　　　　　　　  職場適応性検査
　(2) 第２次試験（1 次試験合格者）
　　  個別面接試験、小論文試験

◆試験期日、場所及び発表
　(1) 第１次試験：令和 4 年 9 月 18 日（日）
　　　受　　付   9:00 ～ 9:30
　　　教養試験 10:00 ～ 12:00
　　　※事務適正検査、職場適応検査は教養試験終了
　　　　　後実施します。
　　試験会場：福島県立会津農林高等学校
　　　　　　　（会津坂下町曲田 1391）

　(2) 第２次試験：
　　　期日等について、第１次試験合格者に
　　　対してのみ、別途通知します。

◆受験手続き

　(1) 申込用紙の請求： 申込用紙は、役場で交
　　  付します。郵便により申込用紙を請求す
　　  る場合は、封筒の表に「高卒程度試験試
　　  験申込用紙請求」と朱書きし、切手をは
　　  った宛先明記の返信用封筒（角形２号）
　　  を必ず同封してください。
　(2) 申込の方法： 申込用紙に必要事項を記入
　　  して、役場に提出してください。申
　　  込書を郵送する場合は、切手をはった自
　　  分宛の封筒を同封し、その表に「試験申
　　  込」と朱書し、必ず簡易書留にして送付
　　  してください。

　 ※送付先
　 〒 968-0103
　 福島県大沼郡昭和村大字下中津川字中島 652
　 　　　　　　　　　 『昭和村役場総務課』

◆受付期間
　 令和 4 年 7 月  1 日（金）から
　 令和 4 年 8 月 12 日（金）午後５時まで
　 郵便による申込書提出の場合は、8 月 10 日（水）
 　までの消印のあるものに限り受付けます。
　
　【お問い合わせ】
　昭和村役場　総務課　☎ 0241-57-2111

令和 5 年度 昭和村職員採用候補者試験のお知らせ

新規採用 2023



　
国
民
健
康
保
険
っ
て
？

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
制
度
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、

加
入
者
（
被
保
険
者
）
が
日

ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て
保

険
税
を
納
め
合
い
、
そ
こ
か

ら
医
療
費
を
支
出
す
る
相
互

扶
助
の
制
度
で
す
。 

　
平
成
30
年
3
月
ま
で
は
、

各
市
町
村
単
位
で
運
営
し
て

い
た
も
の
が
、
平
成
30
年
4

月
か
ら
、
県
と
市
町
村
で
運

営
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
改
正
は
、

年
々
増
加
す
る
医
療
費
を
踏

ま
え
、
国
保
制
度
を
将
来
に

渡
り
維
持
す
る
た
め
に
、
よ

り
広
い
単
位
で
運
営
を
す
る

こ
と
で
制
度
の
安
定
化
を
図

る
も
の
で
す
。

　
国
保
税
と
は
？

　
国
保
税
は
３
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、「
医
療
給
付

費
分
」
で
、
国
保
財
政
の
基

礎
的
な
財
源
と
な
る
も
の
で

す
。

　
2
つ
目
は
、「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金

と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
目
は
、「
介
護
納
付

金
分
」
で
、
40
〜
65
歳
未
満

の
介
護
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得

割
（
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控

除
43
万
円
を
引
い
た
合
計
金

額
に
税
率
を
乗
じ
る
）、
均

等
割
、
平
等
割
の
3
区
分
で

計
算
を
し
て
、
合
算
し
た
も

の
が
、
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
納
付
金
に
つ
い
て

　
福
島
県
は
、
県
全
体
の
医

療
費
を
基
に
、
各
市
町
村
の

医
療
水
準
や
所
得
水
準
に
応

じ
て
納
付
金
を
算
出
し
、
各

市
町
村
は
納
付
金
を
県
に
納

め
、
県
か
ら
の
交
付
金
で
医

療
費
の
支
払
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
4
年
度
は
、
県
全
体

で
市
町
村
納
付
金
が
昨
年
度

よ
り
25
億
円
減
額
し
、
昭
和

村
が
福
島
県
に
納
め
る
納
付

金
も
5
百
50
万
円
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
保
税
の
改
定
に
つ
い
て

　
福
島
県
へ
の
納
付
金
は
減

額
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の

税
率
に
基
づ
く
国
保
税
収
入

で
は
納
付
金
を
ま
か
な
え
な

い
こ
と
か
ら
税
率
引
き
上
げ

の
改
定
を
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
加
入
者
負
担
軽
減

の
た
め
、
積
み
立
て
て
い
る

基
金
を
令
和
4
年
度
は
7
百

70
万
円
程
度
、
取
崩
す
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
国
保
税
の
限
度
額

に
つ
い
て
も
、
国
の
国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

医
療
給
付
費
分
を
63
万
円
か

ら
65
万
円
に
、
後
期
高
齢
者

支
援
分
を
19
万
円
か
ら
20
万

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
の

改
定
を
い
た
し
ま
す
。

　
世
帯
構
成
別
の
状
況

　
ど
の
程
度
国
保
税
が
増
え

る
の
か
、
2
人
世
帯
の
例
を

左
表
に
お
示
し
し
ま
す
。

■国保税に関するお問い合わせ　総務課　住民係　☎ 0241-57-2113

後期高齢者支援金分

国保制度の仕組み

国
保
税
の
3
つ
の
構
成

医療
給付費分

令
和
4
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
定
い
た
し
ま
す

　後期高齢者（主に 75歳
以上の方）の医療費の一部
を支援する費用に充てられ
ます。 　国保に加入している方の

医療費や、出産育児一時金、
葬祭費などの費用に充てら
れます。

　介護を必要とする状態に
なった場合の費用に充てら
れます。
※介護分は、40歳以上65歳
未満の国保加入者がいる
世帯のみ課税されます。

市町村

県医療機関

加入者

一
部
負
担
金
を
支
払
う

診
療
す
る

診
療
報
酬
請
求

診
療
報
酬
支
払

保険証を交付する

保険税を納める

国保連合会

財政運営の
責任主体

納
付
金
の
納
付

交
付
金
の
交
付

介護
納付金分

改
定
後
の
税
率令

和
4
年
度

年度

令
和
3
年
度

税内訳

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分 4.32%
（0.35%の増）

3.97%

2.21%

1.76%

16,310円
（850円の増額）

8,270円
（40円の増額）

10,750円
（40円の減額）

15,460円

8,230円

10,790円

14,090円

6,960円

5,010円

5,110円
（100円の増額）

6,920円
（40円の減額）

14,570円
（480円の増額）

2.26%
（0.05%の増）

1.87%
（0.11%の増）

後期高齢者支援金分

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分

後期高齢者支援金分

所得割
（加入者の合計
  所得に対して）

均等割
（加入者 1人当たり）

平等割
(1世帯あたり )

20,300円

28,200円

134,800円

178,900円

20,900円

28,800円

141,900円

187,400円

600円

600円

7,100円

8,500円

世帯
構成 条件

2
人
世
帯

40～64歳

65～74歳

40～64歳

65～74歳

年齢層 令和3年度
年税額

令和4年度
年税額 年平均増

非課税・7割軽減
介護分なし

課税所得 130万円
2割軽減・介護分なし
課税所得 130万円
2割軽減・介護分あり

非課税・7割軽減
介護分あり

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

　
県
内
国
保
税
率
が
統
一
に

　
現
在
、
昭
和
村
の
国
保
税

率
は
県
内
で
2
番
目
に
低
い

状
況
で
す
が
、
福
島
県
で
は
、

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
に
お

い
て
国
保
税
率
の
統
一
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
統
一
の
予
定
時
期

に
つ
い
て
は
、
令
和
11
年
度

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
軽
減
・
減
免
制
度

　
国
保
制
度
に
は
、
子
ど
も

（
未
就
学
児
）
に
係
る
被
保

険
者
均
等
割
額
を
軽
減
す
る

制
度
や
一
定
所
得
以
下
の
場

合
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額

に
つ
い
て
軽
減
す
る
制
度
の

ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
で
事

業
収
入
等
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
、
税
額
を
減
額

ま
た
は
免
除
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
住
民
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
保
診
療
所
長
に

　
自
治
功
労
表
彰

　
国
保
診
療
所
の
今
井
一
男

所
長
が
、
国
保
診
療
所
医
師

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

福
島
県
町
村
会
か
ら
自
治
功

労
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
下
旬
に
開
催
し
た
村
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

席
上
で
、
村
長
か
ら
表
彰
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
井
所
長
に
は
日
頃
の
診

療
業
務
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

お知らせ
information
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国
民
健
康
保
険
っ
て
？

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
制
度
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、

加
入
者
（
被
保
険
者
）
が
日

ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て
保

険
税
を
納
め
合
い
、
そ
こ
か

ら
医
療
費
を
支
出
す
る
相
互

扶
助
の
制
度
で
す
。 

　
平
成
30
年
3
月
ま
で
は
、

各
市
町
村
単
位
で
運
営
し
て

い
た
も
の
が
、
平
成
30
年
4

月
か
ら
、
県
と
市
町
村
で
運

営
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
改
正
は
、

年
々
増
加
す
る
医
療
費
を
踏

ま
え
、
国
保
制
度
を
将
来
に

渡
り
維
持
す
る
た
め
に
、
よ

り
広
い
単
位
で
運
営
を
す
る

こ
と
で
制
度
の
安
定
化
を
図

る
も
の
で
す
。

　
国
保
税
と
は
？

　
国
保
税
は
３
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、「
医
療
給
付

費
分
」
で
、
国
保
財
政
の
基

礎
的
な
財
源
と
な
る
も
の
で

す
。

　
2
つ
目
は
、「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金

と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
目
は
、「
介
護
納
付

金
分
」
で
、
40
〜
65
歳
未
満

の
介
護
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得

割
（
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控

除
43
万
円
を
引
い
た
合
計
金

額
に
税
率
を
乗
じ
る
）、
均

等
割
、
平
等
割
の
3
区
分
で

計
算
を
し
て
、
合
算
し
た
も

の
が
、
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
納
付
金
に
つ
い
て

　
福
島
県
は
、
県
全
体
の
医

療
費
を
基
に
、
各
市
町
村
の

医
療
水
準
や
所
得
水
準
に
応

じ
て
納
付
金
を
算
出
し
、
各

市
町
村
は
納
付
金
を
県
に
納

め
、
県
か
ら
の
交
付
金
で
医

療
費
の
支
払
い
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
4
年
度
は
、
県
全
体

で
市
町
村
納
付
金
が
昨
年
度

よ
り
25
億
円
減
額
し
、
昭
和

村
が
福
島
県
に
納
め
る
納
付

金
も
5
百
50
万
円
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
保
税
の
改
定
に
つ
い
て

　
福
島
県
へ
の
納
付
金
は
減

額
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の

税
率
に
基
づ
く
国
保
税
収
入

で
は
納
付
金
を
ま
か
な
え
な

い
こ
と
か
ら
税
率
引
き
上
げ

の
改
定
を
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
加
入
者
負
担
軽
減

の
た
め
、
積
み
立
て
て
い
る

基
金
を
令
和
4
年
度
は
7
百

70
万
円
程
度
、
取
崩
す
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
国
保
税
の
限
度
額

に
つ
い
て
も
、
国
の
国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

医
療
給
付
費
分
を
63
万
円
か

ら
65
万
円
に
、
後
期
高
齢
者

支
援
分
を
19
万
円
か
ら
20
万

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
の

改
定
を
い
た
し
ま
す
。

　
世
帯
構
成
別
の
状
況

　
ど
の
程
度
国
保
税
が
増
え

る
の
か
、
2
人
世
帯
の
例
を

左
表
に
お
示
し
し
ま
す
。

■国保税に関するお問い合わせ　総務課　住民係　☎ 0241-57-2113

後期高齢者支援金分

国保制度の仕組み

国
保
税
の
3
つ
の
構
成

医療
給付費分

令
和
4
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
定
い
た
し
ま
す

　後期高齢者（主に 75歳
以上の方）の医療費の一部
を支援する費用に充てられ
ます。 　国保に加入している方の

医療費や、出産育児一時金、
葬祭費などの費用に充てら
れます。

　介護を必要とする状態に
なった場合の費用に充てら
れます。
※介護分は、40歳以上65歳
未満の国保加入者がいる
世帯のみ課税されます。

市町村

県医療機関

加入者

一
部
負
担
金
を
支
払
う

診
療
す
る

診
療
報
酬
請
求

診
療
報
酬
支
払

保険証を交付する

保険税を納める

国保連合会

財政運営の
責任主体

納
付
金
の
納
付

交
付
金
の
交
付

介護
納付金分

改
定
後
の
税
率令

和
4
年
度

年度

令
和
3
年
度

税内訳

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分 4.32%
（0.35%の増）

3.97%

2.21%

1.76%

16,310円
（850円の増額）

8,270円
（40円の増額）

10,750円
（40円の減額）

15,460円

8,230円

10,790円

14,090円

6,960円

5,010円

5,110円
（100円の増額）

6,920円
（40円の減額）

14,570円
（480円の増額）

2.26%
（0.05%の増）

1.87%
（0.11%の増）

後期高齢者支援金分

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分

後期高齢者支援金分

所得割
（加入者の合計
  所得に対して）

均等割
（加入者 1人当たり）

平等割
(1世帯あたり )

20,300円

28,200円

134,800円

178,900円

20,900円

28,800円

141,900円

187,400円

600円

600円

7,100円

8,500円

世帯
構成 条件

2
人
世
帯

40～64歳

65～74歳

40～64歳

65～74歳

年齢層 令和3年度
年税額

令和4年度
年税額 年平均増

非課税・7割軽減
介護分なし

課税所得 130万円
2割軽減・介護分なし
課税所得 130万円
2割軽減・介護分あり

非課税・7割軽減
介護分あり

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

　
県
内
国
保
税
率
が
統
一
に

　
現
在
、
昭
和
村
の
国
保
税

率
は
県
内
で
2
番
目
に
低
い

状
況
で
す
が
、
福
島
県
で
は
、

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
に
お

い
て
国
保
税
率
の
統
一
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
統
一
の
予
定
時
期

に
つ
い
て
は
、
令
和
11
年
度

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
軽
減
・
減
免
制
度

　
国
保
制
度
に
は
、
子
ど
も

（
未
就
学
児
）
に
係
る
被
保

険
者
均
等
割
額
を
軽
減
す
る

制
度
や
一
定
所
得
以
下
の
場

合
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額

に
つ
い
て
軽
減
す
る
制
度
の

ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
で
事

業
収
入
等
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
、
税
額
を
減
額

ま
た
は
免
除
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
住
民
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
保
診
療
所
長
に

　
自
治
功
労
表
彰

　
国
保
診
療
所
の
今
井
一
男

所
長
が
、
国
保
診
療
所
医
師

と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

福
島
県
町
村
会
か
ら
自
治
功

労
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
下
旬
に
開
催
し
た
村
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

席
上
で
、
村
長
か
ら
表
彰
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
井
所
長
に
は
日
頃
の
診

療
業
務
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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みなさんの声
聞かせてください
みなさんの声
聞かせてください

　

村
で
は
、
令
和
3
年
7
月

よ
り
、
第
6
次
昭
和
村
振
興

計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る「
協

創
・
共
助
」
の
実
現
の
た
め
、

村
民
の
皆
様
が
時
間
や
場
所

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自

由
に
提
案
・
提
言
を
行
え
る

機
会
を
創
出
す
る
た
め
、「
皆

さ
ん
の
声
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
」
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
4
年
度
が
始
ま
っ
て

か
ら
の
3
ヶ
月
（
4
月
〜
6

月
）
で
5
名
の
方
か
ら
、
ご

提
案
・
ご
意
見
を
頂
戴
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
内
容
と
、
村
か
ら

の
回
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
掲
載
の
都
合
上
、
原
文
を

簡
潔
に
要
約
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
部
分
が
ご
さ
い
ま
す
。

♳
カ
ラ
ム
シ
に
携
わ
る

方
々
は
も
っ
と
着
物

　
　

  

の
勉
強
を
し
た
方
が
い
い

　

30
代
・
女
性　

村
内

【
ご
提
案
内
容
要
旨
】

　

カ
ラ
ム
シ
に
携
わ
る
方
々

は
着
物
を
着
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
衣
服
の
自
由
は
あ
り

ま
す
し
、
強
制
す
る
こ
と
で

は
な
い
の
で
す
が
、
着
物
を

作
る
仕
事
を
す
る
な
ら
着
物

の
事
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
、

お
客
様
に
喜
ん
で
貰
え
る
も

の
を
作
れ
な
い
と
思
う
ん
で

す
。

【
回
答
】

　

着
物
を
は
じ
め
と
し
た
か

ら
む
し
製
品
は
、（
株
）
奥
会

津
昭
和
村
振
興
公
社
に
お
い

て
製
造
、販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

振
興
公
社
で
は
、
着
物
づ

く
り
に
際
し
て
は
、
山
形
県

か
ら
織
り
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
年
間
を
通
し
て
招
き
、
専

門
的
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
デ
ザ
イ
ン
の
構
成

と
商
品
の
生
産
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
昭
和
村
か
ら
む
し

生
産
技
術
保
存
協
会
は
、
文

化
財
保
護
の
精
神
に
則
り
、

村
の
か
ら
む
し
生
産
技
術
の

保
護
育
成
を
図
り
、
伝
統
技

術
の
保
存
と
文
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

今
回
ご
提
案
い
た
だ
き
ま

し
た
件
に
つ
い
て
は
、
か
ら

む
し
製
品
の
販
売
増
の
た
め

に
は
必
要
な
事
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
か
ら
む
し
会
館
に

は
、（
株
）
奥
会
津
昭
和
村
振

興
公
社
、
昭
和
村
か
ら
む
し

生
産
技
術
保
存
協
会
及
び
か

ら
む
し
振
興
室
が
三
位
一
体

で
か
ら
む
し
振
興
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
販
売
に
携

わ
る
関
係
者
に
対
し
、
着
物

の
知
識
を
深
め
て
い
け
る
よ

う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

♴
行
動
に
対
す
る
説
明

責
任
を

　

70
代
・
男
性
・
村
内

【
ご
提
案
内
容
要
旨
】

　

栗
城
德
雄
さ
ん
の
議
員
報

告
を
読
み
リ
ー
ダ
ー
た
る

村
長
の
無
思
慮
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
村
民
に
温
泉
入

浴
禁
止
等
コ
ロ
ナ
注
意
喚
起

し
て
お
き
な
が
ら
、
自
分
は
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そ
の
休
業
中
の
場
所
で
飲
み

会
。
そ
し
て
、
嫁
さ
ん
は
無

理
推
し
の
入
浴
。
何
故
、
こ

の
よ
う
な
行
動
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
か
、
取
っ
て

も
い
い
と
考
え
た
か
、
村
民

が
納
得
で
き
る
説
明
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
説
明
無
け
れ

ば
、
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
は
無

い
し
、
村
民
を
侮
辱
し
た
事

に
な
り
ま
す
。

【
回
答
】

　

栗
城
德
雄
議
員
に
よ
る
令

和
４
年
５
月
21
日
発
行
の
議

会
報
告
で
は
「
酒
宴
」
と
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
し
ら
か
ば
荘
に
宿
泊

し
た
方
の
主
催
に
よ
り
、
私

（
村
長
）
と
副
村
長
が
お
誘
い

を
受
け
、
５
月
16
日
に
行
わ

れ
た
情
報
交
換
の
た
め
の
会

食
で
あ
り
ま
す
。
主
催
者
は

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

公
の
職
に
就
い
て
い
る
方
で
、

今
後
と
も
御
支
援
・
御
協
力

を
賜
り
た
い
と
願
う
、
本
村

に
と
っ
て
大
切
な
方
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、
私
と
副
村
長

が
会
食
に
参
加
し
た
も
の
で

す
。

　

な
お
、
感
染
対
策
に
関
し

ま
し
て
、
５
月
15
日
に
放

送
し
た
防
災
無
線
の
内
容

は
、
第
１
報
と
し
て
、
村
内

で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
基
本
的
な
感
染
対
策

を
お
願
い
し
、
第
２
報
と
し

て
、
し
ら
か
ば
荘
日
帰
り
入

浴
と
村
民
憩
い
の
湯
の
休
止

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
あ

り
、
村
民
の
皆
様
に
会
食
や

移
動
な
ど
の
自
粛
を
お
願
い

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
会
食
出
席
者
４
名

と
も
に
３
回
の
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
済
み
で
あ
り
、
会
食

当
日
は
事
前
に
検
温
を
行
い
、

風
邪
の
よ
う
な
諸
症
状
も
な

い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な
感

染
対
策
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
県
と
村
が
共
に
お
願
い

し
て
い
る
同
一
グ
ル
ー
プ
・

同
一
テ
ー
ブ
ル
４
人
以
内
で

行
わ
れ
、
さ
ら
に
当
日
は
１

つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
一
人
掛
け

で
、４
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
使
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ

の
た
び
の
会
食
は
、
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の
現
下
に
あ
っ
て
、

感
染
対
策
に
十
分
配
慮
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

次
に
、
同
「
議
会
報
告
」

中
の
見
出
し
「
権
力
を
振
り

か
ざ
す
？
」に
つ
い
て
は
、「
村

長
夫
人
が
お
孫
さ
ん
を
伴
っ

て
、
し
ら
か
ば
荘
の
日
帰
り

入
浴
休
業
期
間
に
温
泉
入
浴

に
来
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
村

長
夫
人
な
ら
一
度
断
ら
れ
た

時
点
で
引
く
べ
き
で
す
。
引

か
な
け
れ
ば
職
員
は
気
を
使

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ

う
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
し

ら
か
ば
荘
を
管
理
運
営
す
る

（
株
）
奥
会
津
昭
和
村
振
興
公

社
を
通
し
て
確
認
し
た
事
実

関
係
は
次
の
通
り
で
す
。

　

５
月
18
日
午
後
４
時
過
ぎ

に
、
村
長
夫
人
が
孫
を
連

れ
て
入
浴
の
た
め
に
「
し
ら

か
ば
荘
」
に
来
館
。
５
月
15

日
の
日
帰
り
入
浴
を
休
止
す

る
旨
の
防
災
無
線
が
放
送
さ

れ
た
際
、
村
長
夫
人
は
村
外

に
出
か
け
て
い
た
た
め
入
浴

で
き
な
い
こ
と
が
分
か
ら
ず
、

来
館
し
て
初
め
て
知
っ
た
と

の
こ
と
か
ら
、
入
浴
せ
ず

に
、
孫
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
購
入
し
て
帰
ろ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
孫
が
温
泉
に
入
り

た
い
と
大
泣
き
し
た
。
当
日

フ
ロ
ン
ト
勤
務
で
あ
っ
た
社

員
は
、
孫
が
大
泣
き
し
て
い

る
こ
と
か
ら
村
長
夫
人
に
入

浴
さ
れ
た
ら
ど
う
か
と
勧
め

た
が
、
村
長
夫
人
は
当
初
固

辞
し
た
。
た
だ
、
孫
が
一
向

に
泣
き
止
ま
な
い
こ
と
か
ら
、

社
員
は
孫
が
可
哀
想
と
の
思

い
も
あ
っ
て
３
回
ほ
ど
強
く

入
浴
を
勧
め
、
こ
れ
ま
で
も

休
業
期
間
中
と
は
知
ら
ず
に

来
館
さ
れ
た
何
人
か
の
方
に

は
入
浴
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
話
し
、
そ
の
結
果
、
村

長
夫
人
と
孫
は
入
浴
し
た
。

　

公
社
と
し
て
は
、
村
か
ら

の
日
帰
り
入
浴
休
業
に
関
す

る
協
力
要
請
は
受
諾
し
た
も

の
の
、
宿
泊
営
業
は
通
常
ど

お
り
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
帰
り
入
浴
の
臨
時
休
業
を

知
ら
ず
に
来
館
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
検
温
の
上
、
複

数
の
グ
ル
ー
プ
が
同
時
に
入

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
中
で

入
浴
さ
せ
る
と
い
う
柔
軟
な

対
応
を
行
っ
て
い
た
。

　

以
上
の
通
り
入
浴
に
至
る

ま
で
に
は
、
し
ら
か
ば
荘

社
員
と
の
や
り
取
り
は
あ
っ

た
も
の
の
、
休
止
し
て
い
る

日
帰
り
温
泉
に
妻
と
３
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
の
孫
が
入
浴

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
、

弁
解
の
余
地
は
な
い
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
妻
に

代
わ
り
私
か
ら
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
対
応
い
た
だ

い
た
、
し
ら
か
ば
荘
社
員

に
責
任
を
転
嫁
す
る
つ
も
り

は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
御
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
、
大
変
心

苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
村
民
の
皆
様
に

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
御
指
導
・

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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♵
新
型
コ
ロ
ナ
の
注
意

喚
起
に
つ
い
て

　

60
代
・
男
性
・
村
内

60
代
・
男
性
・
村
内

80
代
・
男
性
・
村
内

【
ご
提
案
内
容
要
旨
】

　

県
が
5
月
27
日
に
公
表
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
陽
性
発

表
の
中
に
昭
和
村
、
10
歳
未
満
、

男
性
と
あ
り
ま
し
た
が
、
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
無
線

で
は
広
報
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
今
回
だ
け
広
報
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
?

【
回
答
】

　

村
内
で
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
際
は
防
災
無
線
に
よ

る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
、

11
例
目
（
5
月
27
日
県
公
表

分
）
に
お
き
ま
し
て
も
、
従

来
通
り
防
災
無
線
を
使
っ
た

注
意
喚
起
の
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
感

染
者
の
関
係
者
が
村
内
に
防

災
無
線
で
放
送
さ
れ
る
こ
と

に
対
し
て
非
常
に
強
い
精
神

的
な
負
担
を
感
じ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
防
災
無
線
の
使

用
を
慎
重
に
考
え
る
よ
う
、

県
会
津
保
健
所
か
ら
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

村
と
し
て
は
事
の
重
大
さ
を

深
刻
に
受
け
止
め
る
と
と
も

に
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
御
家

族
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
案
じ
、
感
染
症
法
に
基

づ
い
て
人
権
に
配
慮
す
る
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
、
放
送

い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
今
後
も
同
様
な
事

例
が
あ
っ
た
場
合
、
患
者
さ

ん
や
そ
の
御
家
族
な
ど
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
や
精
神
状

態
、
人
権
擁
護
、
村
内
で
の

感
染
拡
大
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
、

放
送
し
な
い
場
合
も
あ
り
得

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

原
則
と
し
て
は
、
感
染
対
策

の
徹
底
を
図
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
注
意
喚
起
の
趣
旨
で
、

今
後
も
防
災
無
線
を
使
っ
て

放
送
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
っ
て
、
将
来
的
に
い
つ

ま
で
放
送
を
継
続
す
る
の
か
、

放
送
内
容
を
見
直
す
必
要
は

な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
別

途
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

11
例
目
に
お
け
る
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
時
掲
載
を
保
留
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
後
日
村

内
の
感
染
者
12
例
目
の
県
発

表
に
合
わ
せ
て
11
例
目
の
情

報
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

♶
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
出

て
も
し
ら
か
ば
荘
の

　
　

  

日
帰
り
入
浴
を
継
続
す

　
　

  

る
理
由
は

　

60
代
・
男
性
・
村
内

【
ご
提
案
内
容
要
旨
】

　

前
回
の
感
染
者
発
表
の
際

は
「
し
ら
か
ば
荘
」
の
日
帰

り
入
浴
を
い
ち
早
く
営
業
休

止
し
て
、
今
回
（
5
月
27
日

公
表
分
）
は
続
け
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
そ
の
理
由
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　

振
興
公
社
も
そ
の
理
由
を

広
報
す
る
事
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
公
社
の
長
と
し

て
の
立
場
も
踏
ま
え
、
真
摯

な
回
答
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

【
回
答
】

　

村
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言

や
県
独
自
の
非
常
事
態
宣
言

の
発
令
、
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
の
適
用
を
受
け
、
昨

年
の
夏
か
ら
は
村
民
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
、
し
ら
か

ば
荘
日
帰
り
入
浴
の
時
間
帯

別
利
用
を
実
施
し
て
き
た
ほ

か
、
村
内
で
感
染
者
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
し
ら
か
ば

荘
日
帰
り
入
浴
を
休
止
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
村
民
か
ら
「
村

内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
即
、
日

帰
り
入
浴
を
休
止
す
る
の
は
、

今
と
な
っ
て
は
行
き
過
ぎ
で

は
な
い
か
。」
と
の
意
見
が
複

数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
踏
ま

え
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
念
頭

に
日
帰
り
入
浴
の
取
扱
い
を

検
討
し
、
余
程
の
こ
と
が
な

い
限
り
は
、
日
帰
り
入
浴
を

休
止
し
な
い
方
針
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
し
ら
か
ば
荘
の
入

浴
休
止
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社
奥

会
津
昭
和
村
振
興
公
社
が
村

か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
対

応
し
て
い
る
た
め
、
村
が
防

災
無
線
等
を
通
じ
て
周
知
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
引
き
続
き
村
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
提
案
・
ご

意
見
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

　

ご
提
案
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
行
え
る
ほ
か
、
役
場

で
提
案
用
紙
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
左

の
Q
R
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン

す
る
こ
と
で
、
受
付
画
面
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

　

ご
提
案
時
点
で
は
、
記
名

頂
き
ま
す
が
、
検
討
過
程
で

は
、
ど
な
た
か
ら
の
ご
提
案

か
を
秘
匿
し
た
状
態
で
行
い

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
提
案
・
ご

提
言
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課　

企
画
創
生
係

☎　

４
２
・
７
７
１
７
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reading
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昭
和
村
の
先
史
時
代
１

『
会
津
石
譜
』

　
人
類
が
繊
維
植
物
を
使
用

し
た
痕
跡
は
、
た
と
え
ば
縄

文
時
代
の
土
器
表
面
に
縄
目

と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
多
様
な
撚
り
が
存
在
し
た

こ
と
、
素
材
に
つ
い
て
も
実

験
に
よ
り
研
究
が
進
展
し
て

い
る
。
昭
和
村
の
先
史
時

代
、
会
津
地
域
の
土
器
や
石

器
の
研
究
史
か
ら
紹
介
し
た

い
。
会
津
藩
士
の
田
邨
三
省

（
１
７
３
４
〜
１
８
０
６
）が

『
会
津
石
譜
』
を
編
纂
し
て

い
る
。
１
７
８
９
年
の
幕
府

巡
見
使
が
会
津
地
域
に
来
た

際
、
14
日
間
接
待
役
で
随
行

し
て
い
る
。
先
年
村
が
刊
行

し
た
復
元
料
理
の
時
で
、
地

理
学
者
の
古
川
古
松
軒
も
随

行
し
『
東
遊
雑
記
』
を
著
し

て
い
る
。
こ
の
著
作
の
な
か

に
も
考
古
資
料
の
掲
載
が
見

ら
れ
る
。

　

さ
て
会
津
図
書
館
蔵
の

『
会
津
石
譜
』の
復
刻
版
を
私

は
所
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
会
津
文
化
財
調
査
研
究
会

が
１
９
８
１
年
に
発
刊
し
た
。

若
松
市
内
追
手
町
の
小
島
一

男
氏
が
発
行
人
と
な
っ
て
い

る
。私
は
こ
の
書
斎（
仕
事
部

屋
）
に
高
校
生
の
時
に
何
度

も
訪
問
し
て
い
る
。
同
級
生

を
訪
ね
て
の
訪
問
で
、
偶
然
、

そ
の
父
親
が
小
島
氏
で
歴
史

著
作
を
多
く
著
し
、
ま
た
印

刷
に
関
す
る
こ
と
を
生
業
に

さ
れ
て
い
た
。
現
在
『
会
津

石
譜
』
は
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

公
開
し
て
い
る
の
で
自
宅
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
閲
覧
可

能
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、『
会
津
石
譜
』
に

「
石
弩
（
い
し
ゆ
み
）」
と
い

う
項
が
あ
る
。「
神
軍
の
石

鏃
（
せ
き
ぞ
く
、
矢
尻
の
こ

と
）
の
降
り
し
な
り
と
云
へ

り
」「
上
古
は
鉄
な
く
て
石
を

鏃
と
す
る
」
と
し
会
津
各
地

の
地
名
を
あ
げ
て
い
る
。
現

在
の
柳
津
町
石
生
前
遺
跡
に

あ
た
る
と
こ
ろ
や
、
西
会
津

町
の
上
小
島
・
芝
草
遺
跡
も

「
畑
か
ら
出
る
」
と
し
て
い

る
。こ
の
な
か
に「
伊
勢
御
師

丸
井
氏
が
収
集
し
た
丸
石
は
、

伊
北
金
山
谷
辺
り
よ
り
得
た

り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
金

山
谷
は
現
在
の
三
島
町
・
金

山
町
・
昭
和
村
を
さ
す
。
ま

た
「
雷
斧
」「
神
代
石
」
と
し

て
現
在
で
い
う
磨
製
石
斧
等

も
記
載
が
あ
る
。

　
三
省
は
石
好
き
の
人
脈
を

有
し
て
お
り
、
こ
の
伊
勢
御

師
は
お
札
を
引
き
（
販
売

し
）、伊
勢
参
り
を
主
導
す
る

ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
で
あ

る
が
、
各
地
を
歩
く
中
で
奥

会
津
で
も
考
古
遺
物
を
収
集

し
、
そ
れ
の
所
持
し
た
現
物

を
見
て
い
る
。

　
新
潟
県
側
か
ら
御
神
楽
岳

に
も
登
攀
し
遠
鏡（
望
遠
鏡
）

で
水
晶
の
岩
壁
を
見
て
い
る
。

こ
れ
は
中
梁
先
生
に
随
行
し

た
採
薬
の
事
と
し
て
い
る
の

で
、
薬
草
原
料
を
探
索
し
た

公
務
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

物
産
学
が
江
戸
時
代
は
流
行

し
、
平
賀
源
内
と
も
交
友
が

あ
る
。
会
津
高
田
の
谷
ヶ
地

（
博
士
峠
の
ト
ン
ネ
ル
の
会

津
美
里
町
側
）
で
産
出
し
た

「
空
青
」
と
い
う
は
、源
内
に

三
省
が
贈
答
し
た
孔
雀
石
の

類
に
似
て
い
る
と
書
い
て
い

る
。

　
寺
社
が
所
有
す
る
珍
石
を

見
、
会
津
領
内
の
鉱
山
、
河

川
に
あ
る
石
、
化
石
、
畑
か

ら
出
る
考
古
資
料
等
を
現
物

を
集
め
、
あ
る
い
は
文
献
を

集
め
、
聞
き
取
り
し
、
石
好

き
の
友
好
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
な
か
で
研
究
を
進
め
て

い
た
。

世
界
の
苧
麻
園

　
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
の

外
庭
に
あ
る
「
世
界
の
苧
麻

園
」
の
整
備
を
緒
方
氏
が
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

写
真
は
先
年
に
入
れ
替
え
た

枕
木
区
画
だ
け
で
は
カ
ラ
ム

シ
根
が
枠
外
に
進
出
し
品
種

が
混
雑
す
る
た
め
に
、
樹
脂

製
波
板
で
障
壁
を
設
け
る
作

業
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
苧
麻
園
は
開
館
20
年

を
経
る
な
か
で
草
勢
も
衰
え

課
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の

課
題
は
緒
方
氏
が
解
決
し
て

い
る
。
な
お
コ
ガ
ヤ
（
カ
リ

ヤ
ス
）
と
ボ
ー
ガ
ヤ
（
ス
ス

キ
）の
野
外
展
示（
植
栽
）も

新
し
く
行
っ
て
い
る
。

▲

新
設
さ
れ
た
区
切
り

▲

左
が
松
尾
学
芸
員
、
右
が

ヒ
デ
リ
ゴ
モ
を
着
用
し
た
緒

方
氏

【
連
載
】　

新
史
料
紹
介

菅
家　

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
102
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
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reading

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

松
尾　

悠
亮

明
治
時
代
の
喰
丸
村
③

―
喰
丸
村
の
生
業
と
字
名
―

　
30
回
か
ら
ご
紹
介
し
て
い

る
明
治
時
代
の
喰
丸
の
資
料

（「
村む

ら
ぎ
り限
調
帳
」・「
農
産
工

産
物
調
帳
」）
の
ご
紹
介
の

最
終
回
で
す
。

『
村
限
調
帳
』
に
み
る
喰
丸

の
生
業

　
　
『
村
限
調
帳
』
は
、
明

治
７
年
（
１
８
７
４
）、
喰

丸
村
戸
帳
栗
城
一
八
か
ら
若

松
県
令
※
１
沢
簡か

ん
と
く徳
※
２
へ
提

出
さ
れ
た
文
書
で
、
前
回
ご

紹
介
し
た
『
農
産
工
産
物
調

帳
』
に
合
冊
さ
れ
て
い
ま
す
。

境
界
・
里
数
・
周
囲
・
距
県

庁
・
距
西
方
出
張
所
・
寒
暖

度
・
戸
数
・
口
数
・
神
社
・

寺
・
土
産
（
生
産
さ
れ
て
い

る
も
の
）・
馬
数
・
耕
宅
地

税
・
山
野
税
・
旧
高
・
沿
革
・

地
形
・
産
業
・
検
地
・
川
・

橋
梁
の
項
目
ご
と
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
戸
数
」「
口
数
」
の
項
目

を
み
る
と
、
明
治
７
年
当
時

喰
丸
村
の
戸
数
は
36
戸
、
口

数
（
人
口
）
は
１
９
７
名

（
男
１
１
０
・
女
87
）
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
産
業
の
項
目
に
は
、「
男

ハ
雪
中
薪
伐
シ
藁
仕
事
、
夏

ハ
耕
作
ヲ
ナ
ス/

婦
人
ハ
年

中
着
用
布
幷
蚊
帳
地
、
耕
作

ヲ
業
ナ
ス
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

『
村
限
調
帳
』
に
み
る
喰
丸

の
生
業

　
『
農
産
工
産
物
調
帳
』
に

は
、
喰
丸
村
の
字
名
も
書
か

れ
て
い
ま
す
。
日
影
向
・
撓

松
新
田
・
撓
松
・
上
向
・
向

山
・
撓
松
浦
・
上
日
影
・
下

日
影
・
松
木
平
・
舘
越
・
松

木
平
上
・
風
下
・
上
臺
・
三

島
・
上
三
島
・
寺
坂
・
宮
前
・

岩
下
・
川
原
田
・
沼
田
・
下

向
上
切
・
荻
窪
・
下
向
・
下

向
下
切
・
上
ノ
向
・
鍛
冶
林
・

宮
脇
・
上
川
原
・
前
川
原
・

上
川
原
下
・
馬
場
・
陳
場
・

久
山
・
中
ノ
沢
・
一
本
木
・

附
回
・
高
平
沢
・
風
出
屋
。

全
部
で
38
の
字
名
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

ま
と
め

　

全
３
回
に
わ
た
り
、『
村

限
調
帳
』・『
農
産
工
産
物
調

帳
』（
昭
和
村
教
育
委
員
会

所
蔵
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
記
録
か
ら
は
、
明
治
時

代
の
喰
丸
村
で
は
か
ら
む
し

が
生
産
さ
れ
て
い
た
り
機
織

が
行
わ
た
り
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。〈
止
〉

※
１ 

戊
辰
戦
争
後
に
会
津
藩

の
代
わ
り
に
置
か
れ
た
県
。

明
治
9
年
（
１
８
７
６
）
に

は
福
島
県
に
統
合
さ
れ
る
。

※
２　
沢
簡
徳
（
１
８
３
０
～

１
９
０
３
）。
幕
臣
出
身
で

明
治
政
府
へ
出
仕
。
明
治
7

年
（
１
８
７
４
）
9
月
～
同

9
年
５
月
ま
で
若
松
県
令
を

つ
と
め
た
。
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【
画
像
】【
画
像
】『
農
産
工
産

物
調
帳
』
の
字
名
の
書
上
げ

　

字
名
の
下
に
は
、
そ
の
土

地
の
広
さ
や
位
置
の
詳
細

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま

す
。
今
も
残
っ
て
い
る
字
名

で
し
ょ
う
か
？

ふるさと納税 ーご寄附いただいた皆様ありがとうございますー

令和 4 年 5 月 21 日　～　6 月 24 日まで
【寄附件数】　6 件　　【寄附金額】　7 万円

ご寄附は地域の活性化事業や保健・医療・福祉の充実等村の抱える
課題解決に活用させていただきます。
ご寄附いただきありがとうございました。
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　今回からは、具体的な利活用について、
少しずつ触れていきます。

Wi-Fi が整備されるとどうなるの ?
　自由に使える通信環境、すなわち公共イ
ンフラ Wi-Fi があれば、正直なところ、な
んでもできるようになります！というのが、
答えです。
　通信が行える場所では、通信量を気にす
ることなく使えるので、よくテレビで見聞
きする「ギガ ( ギガバイト )」を気にする必
要はなくなります。
　現在スマートフォンをお使いの方は、ご
自分の契約の通信量の契約は、どの程度で
しょうか。動画サイトを高画質 ( ハイビジョ
ン画質 ) で閲覧すると約 1 時間で、1 ギガバ
イト消費すると言われています。通信圏内
であれば、好きな演歌歌手の動画を好きな
だけ見れる！そんな日も遠くはありません。

　スマート農業実践支援事業って？
　今年度、村では、スマート農業実践支援
事業として「スマートグラス（メガネに高
性能なパソコンがついているものとイメー
ジしてください。）」を活用して、遠隔での
相談・技術支援や篤農家目線での作業映像
の記録・保存による新規就農者学習支援な
どに取り組みます。
　一般的にスマート農業と聞くと、無人ト
ラクターや、ドローンなどをイメージされ

る方が多いと思いますが、これらは、エッ
ジ 側 ( 端 末 側 ) で 処 理 が 完 結 す る も の が
ほとんどです。トラクターの位置情報は、
GNSS( 高精度な GPS) を使ったり、現地で
は、RTK 補正と呼ばれる電子基準点や基地
局からの情報を基にその誤差を補正する技
術を用いています。
　今年度のスマート農業実践支援事業では、
双方向のオンライン通信、動画という通信
容量が比較的大きいという点で、公共イン
フラ Wi-Fi のメリットを受けることができ
ます！
　
（番外編）矢ノ原で携帯電話は通じるようになるの？
　先行して整備を進める、矢ノ原地区の整
備が完了すると、携帯電話は通じるように
なるのか。疑問をお持ちの方もおられると
思います。結論からいうと、「携帯電話は通
じませんが、IP 電話は通じます。」
　IP 電話というと、馴染みがないかと思い
ますが、IP は InternetProtcol( インターネッ
トプロトコル ) の略で、インターネット回線
を利用した電話のことを意味します。
　IP 電話は、身近なところでいうと、LINE
の通話機能や、Facebook メッセンジャー
などのアプリを使った通話などです。

（つづく…）

#04　Wi-Fi で何ができる ?
　村では、令和 4 年度から生活圏の屋外でのインターネット通信を無料で利用
できる「公共インフラ Wi-Fi」の整備を段階的に予定しています。その普及にあ
たって、Wi-Fi について、基礎から利活用も含めて隔月での連載を行います。

【お問い合わせ】総務課　企画創生係　0241-42-7717

昭和村からの
お知らせ

を受け取ろう!!

順次機能追加！みんなで育てる、村LINE公式アカウント
お友達の数が、200人を超えました！たくさんのご登録ありがとうございます！

昭和村 昭和村
ID:＠showavill

LINE の「友だち追加」から、ID検索するかQRコードをスキャンしてください。
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( 原文 )
Hello residents of Showa Mura,

This month I had to say goodbye to one 
of my friends. She was the Tadami ALT 
for 3 years. Although we only met each 
other last year, we became very good 
friends. She has returned to the US and 
will be moving to Scotland to study 
environmental science. I’m excited to 
hear about the adventures she will have, 
but I know I will miss her a lot too. 
In August, two more ALT friends will 
leave as well.
Time feels slow when you pay attention 
to it. But it can pass by quickly when you 
don’t notice. It is important to treasure 
each moment with friends and family. I 
am grateful to have made good friends 
here, and I hope we can visit each other 
eventually.
I thought it would be easier saying 
goodbye to friends, as I have moved 
countries twice now. But it doesn’t get 
easier at all. Despite feeling sad, I think it 
is an invaluable experience to be able to 
live abroad. 
I was asked the other day what country I 
consider my home. I wasn’t able to give 
an answer at the time.
Maybe I should use Janken to decide…
Until next time.

~ Annick

（日本語訳）
昭和村の皆さん、こんにちは。

　今月、ある１人の友人に別れを告げなけれ
ばなりませんでした。彼女は３年間只見町
の ALT でした。昨年知り合ったばかりです
が、とても仲良しになりました。彼女は一度
アメリカに戻り、その後、環境科学を学ぶた
めにスコットランドに移るそうです。彼女の
思い切った計画を聞き、ワクワクしています
が、彼女と分かれてとても寂しいです。
　8 月にはさらに２人、別の ALT の友人も
去ります。
　時間というものは、気にしていると遅く感
じますが、気にしないでいるとすぐに流れて
いってしまいます。だから、友達や家族との
一瞬一瞬の時間を大切にするべきです。ここ
で彼らと仲良くなれたことに心から感謝し、
いつかまた互いに会えることを願っています。
　私はこれまで３か国を移動している（ジン
バブエ⇒ニュージーランド⇒日本）ので、友
達に別れを告げるのはそれほど難しいことで
はないと思っていました。しかし、いまでは
まったく簡単なことではありません。悲しく
感じることもありますが、外国に住むことが
できたのは私にとって大変貴重な体験です。
　先日、ある人にどの国が故郷だと思うか尋
ねられましたが、そのときは答えることがで
きませんでした。

　ジャンケンで決めるしかないですかね。
　では、また次回まで

～アンニック

#18

外国語指導助手
アンニック先生

別れ
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会津大沼風力発電事業（仮称）計画段階環境配慮書の縦覧について 
　日立造船株式会社が、大沼郡昭和村周辺において計画している風力発電事業に係る計画
段階環境配慮書を下記のとおり縦覧しますので、ご意見をお寄せください。

● 縦覧書類：

　（仮称）会津大沼風力発電事業 計画段階環境配慮書

● 縦覧場所：昭和村役場

● 縦覧期間： 令和４年７月４日（月）～８月３日（水）

● 意見書について：
縦覧場所に備え付けの意見書に氏名、住所及び意見をご記
入のうえ、意見書箱にご投函ください。

● 本件のお問い合わせ先
　 日立造船株式会社 風力発電事業統括部
　　 担当：大槻　（電話番号：06-6569-0214）

会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部
消防職員募集

来年採用予定の消防職員を募集します。

１　採用職種及び採用予定人員
　　試験職種：消防職員
　　採用予定人員：3 名程度
　　職務内容：消防署等において、警防、予防、

救急等の業務に従事します。男女と
も原則として深夜業を含む交代制勤
務です。（6 ヶ月間の消防学校研修後、
各所属に配属されます。）

２　受験資格
　　　高等学校卒業程度の学力を有する方で、
　　平成 7 年 4 月 2 日から平成 17 年 4 月 1 日
　　までに生まれた者。
　　　身体の基準は、身体強健な者とする。
３　試験申込書の請求
　　　消防本部、消防署、分署、出張所、市町村
　　役場で交付します。
　　　なお、消防本部（http://www.119-aizu.jp）
　　のホームページから受験案内及び試験申込書
　　をダウンロードすることができます。

５　受付期間　
　令和4年7月13日（水）から8月12日（金）まで
　（執務時間中に限ります。8 時 30 分から 17 時 15 分まで）
　ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。
　郵便による申込書提出の場合は、令和 4 年 8 月 10 日
　（水）の消印のあるものまで受付けます。　
６　第１次試験
　　と　き　令和 4 年 9 月 18 日（日）
　　ところ　教養試験　　会津大学　
　　　　　　体力試験　　会津大学体育館
　※新型コロナウイルス感染症の影響により、採
用試験の日程、会場等が変更される場合がありま
す。その場合は、消防本部ホームページで周知す
るとともに、申込者時の連絡先に等に連絡いたし
ます。
７　問い合わせ先
　　会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部
　　総務課総務グループ
　　☎ 0242-59-1400（直通）
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火事・救急・救助は 119 会津坂下消防署昭和出張所　
☎ 57-2119　http://www.119-aizu.jp/

水の事故に注意

●チェック 1　川ではこんな場所に注意！
・淵は急に深くなっていることが多いので注意。
・増水すると中州に取り残されるので注意。
・平瀬から早瀬にかけて、急に流れが速くなるので注意。

●チェック 2　こんなときはすぐに避難！
・雨が降り始めた時や注意報・警報が出た時
・水かさが増え、流木や落ち葉が流れる
・雨が降っているのに、水かさが減る
・山鳴りがする
・雷が鳴り始める

１人では絶対に
水辺に近づかない !!!!

夏は海や川、山など、アウトドアでのレジャーを楽しむ機会が増える季節です。
自然に触れるレジャーは、楽しみがある半面、自然ならではの危険もあります。
アウトドアでの事故を防ぐためには、自然を甘く見ず、危険をきちんと認識し、
計画を立てて行動することを心掛けましょう。

警察署からのお知らせ 昭和村内街頭犯罪等発生状況
（令和 4 年 6 月末現在）

区　　分 管内 昭和村

街

頭

犯

罪

強 盗
空 き 巣
忍 び 込 み 1
事務所荒らし
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗
自販機ねらい
車 上 ね ら い
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強制わいせつ

街 頭 犯 罪 合 計 1 0
その他刑法犯等 15 3
全 刑 法 犯 16 3

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、
詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含

　   まれます。
   ※上記発生件数は、令和 4 年 1 月 1 日から
　   の累計数になっています。

それって詐欺かも!インターネットの使い方にご注意!!

　パソコンやスマートフォンが普及したことによって、
インターネットは私たちの生活になくてはならない存在
になりつつあります。 
　仕事や買い物にと便利なインターネットですが、気を
つけなければインターネットを利用した詐欺の被害に
あってしまう可能性があることを忘れてはいけません !! 

インターネットを使った詐欺の一例 
○フィッシング詐欺…金融機関や有名企業を装って、「アカウ

ントの更新のため」や「高額当選金の振り込みのため」な
どの題名で、偽サイトへのリンク付きの電子メールを送り、
リンク先に入力された個人情報や口座情報を入手する詐欺。
SNS アカウントの乗っ取りや、不正送金の被害に遭う可能
性があります。

☆対策方法…メールに添付されたリンクを不用意にクリック
しない。セキュリティソフトの導入。

消防署からのお知らせ
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╋ 7 月の休日当番医 ╋
7月10日(日) 金山町国保診療所

☎ 0241-54-2031 ( 金山町 )
17日(日) あかぎ内科消化器科医院

☎ 0242-83-0303 ( 会津坂下町 )
18日(月・祝) 寿松堂渡辺医院

☎ 0242-83-3125 ( 会津坂下町 )
24日(日) 吉川医院

☎ 0242-56-3358 ( 会津美里町 )
31日(日) 県立宮下病院

☎ 0241-52-2321 ( 柳津町 )

次回広報発行までの間の休日当番医を掲載
します。通院の参考にして下さい。

◆ ◆ ◆ すみれ荘だより◆ ◆ ◆

＜総合健診受診録について＞

　8 月 3 日から 8 月 5 日までの総合健診の
受診録 ( 問診表 ) が 7 月中旬に送付されます。

※混雑（３密）を避けるため、受付時間を分
けて実施しますのでご確認ください。( 変更
がある場合はご連絡ください。)

新型コロナウイルス感染症関連情報

　県内の感染状況は減少傾向にあります
が、引き続き基本的な感染予防対策をお願
いします。
　県外への往来があったなど、感染への不
安があり、症状がない場合には、無料の
PCR 検査を実施していますので保健福祉
課までお問い合わせください。（症状があ
る方はかかりつけ医にご相談ください。）
　
無料ＰＣＲ検査の受付が
オンラインで行えます！

以 下 の QR コ ー ド を ス
マーフォンで読み取って、
お申し込みください

昭和村は交通死亡事故ゼロの記録更新中です。

交通死亡事故ゼロカウンター

日目
（6/29時点）

◆ ◆ ◆ 昭和村の人口◆ ◆ ◆
令和 4 年 6 月 1 日現在※住民基本台帳人口

人 口 1,177 人 (＋ 3) 出 生 2 人

男 570 人 (± 0) 死 亡 4 人

女 607 人 (＋ 3) 転 入 7 人

世 帯 数 649 戸 (＋ 4) 転 出 2 人

◆ ◆ ◆ 今 月 の 納 税 ◆ ◆ ◆

◎  固定資産税 ２期

◎  国民健康保険税 １期

◎  介護保険料 １期

◎  上下水道使用料

〔納 期 限：令 和 4 年 8 月 1 日〕

◆ ◆ ◆ 戸 籍 の 窓 口 ◆ ◆ ◆
令和 4 年 5 月 1 日～ 5 月 31 日受付　

● お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

吉川  弥
み こ と

寿ちゃん（裕一郎・美保） 佐倉

橋本  明
め あ

空ちゃん（浩　寿・  望  ） 野尻

● ご 結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● お く や み 申 し 上 げ ま す

鈴 木　 タ カ 子 さん 100 歳 小 中 津 川

五 十 嵐　 シ ヅ 子 さん 93 歳 小 中 津 川

五 十 嵐　 ミ ツ 子 さん 98 歳 大 芦

齋 藤　 邦 二 さん 84 歳 喰 丸

※戸籍の窓口への掲載を希望されない方は
届出の際にお申し出下さい。



　今年は、空っ梅雨（からっつゆ）でしょうか。
　雨が降らずに、農道を走ると、砂埃がすご
いですね。
　6月 1日に、村民の方から「笹の花が咲い
ているぞ！」と情報提供をいただき、新田の
奥の方にお邪魔してきました。
　笹の花は、60 〜 70 年に
一度咲くと言われており、
花が咲くと笹は枯れてしま
うそうです。花と言っても、
一般的な花ではなく、種子
がメインのようです。
　貴重な情報提供ありがと
うございました！（こ）

皆様からの情報お待ちしております！

　広報しょうわでは、皆様からの情報を
お待ちしております。お気軽に下記まで
お寄せ下さい。

役場 総務課 企画創生係
☎ 0241-42-7717

kikakusousei@vill.showa.fukushima.jp

　6 月 12 日、民話を語るグループ「語り部
の会」は、三島町の語り部で有名な五十嵐七
重先生をすみれ荘にお迎えして、勉強会をお
こないました。
　この日は織姫体験生と金山町の方も参加さ
れていたこともあり、七重先生は「若い子た
ちがうなずきながら聞いてくれるから嬉し
い。」と、予定よりも沢山のお話を語ってく
ださいました。
　勉強会が終わると、こんどは皆で世間話の
語り合いが始まり、久々の集まりを楽しまれたようです。

生活支援コーディネーター　和泉　朋子・小林さや香

地域のしあわせづくり活動紹介「語り部の勉強会」

村民・村外（昭和村にご家族・ご親戚がいらっしゃる方）のみなさまへ

　新型コロナウイルス感染症に関する情報は、全戸配布文書及び昭和村ホームページ
　特設ページにて情報をお知らせしています。

　新型コロナウイルス感染症特設ページ ( スマートフォン対応 )
　https://www.vill.showa.fukushima.jp/covid19/
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